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１ 研究の動機
昨年の理科自由研究では、ゴムの力で進む船を作った。しか

し、ゴムの力では、短い距離しか走らせることができなかった。
そこで今年は、もっと速く、もっと長く進む船を作りたいと考
えた。

２ 研究の目的
長い距離を速く進む船をどうしたら作れるかと考え、「風の力で進む船」、「水の力で進

む船」、「モーターの力で進む船」などいくつか候補を挙げ、その中でも自分でも作れそう
な「火の力で進む船」、ポンポン船を作ることに決めた。そこで、研究の目的を「ポンポン
船が進む仕組みを調べて、長い距離を速く走れる船を作ろう」と設定した。

３ 研究の内容と方法
ポンポン船が進む仕組みを調べる
インターネットを活用し、ポンポン船の仕組みや必要な材料などを調べた。
ポンポン船を作ってみる
アルミのパイプを単一電池に巻き付けてコイル状にしたもの（以下「エンジン」）とろ

うそくを、昨年度作成した船の本体に取り付けた。実際に水の上で走らせると、エンジ
ンに火がうまく当たらないせいか、止まることもあった。直接ライターでエンジン部分
を温めると走ったので、エンジンにうまく火を当てることが大切だと考えた。

うまく走るポンポン船を作るコツを教えてもらう
新居浜市の愛媛県総合科学博物館で、ポンポン船作りに参加し、作成のこつを教わっ

た。教えてもらったこつは、「エンジンの形」「火力」「熱を逃さない工夫」であった。
試作の際に苦労したエンジン部分のコイルの巻き付けは、コイルを巻く道具を使用させ
てもらい、隙間なく巻き付けると良いことが分かった。また船の本体の材質は、木より
ウレタンマットの方が軽く、エンジンやろうそくを取り付けやすいことも分かった（写
真１）。そこで、条件を変えながら実験を行い、長い距離を速く走れる船を作る方法を
考察することにした。なお、速さは、２．６ｍのプールを進むのにかかった時間とする。

４ 研究の実際
実験１「火力を大きくして速さを比べる」（ろうそくの本数や太さを変える）

【予想】ろうそくの本数を増やし、太い方が強火になって速いだろう。
【結果】① 細いろうそく（太さ６㎜、長さ２．３㎝）
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写真１ 自作のポンポン船
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写真２　エンジン二つに
　　　ろうそく２本の船
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② 太いろうそく（太さ９㎜、長さ２．３㎝）

【考察】平均タイムで比較すると、ろうそくが３本の時が一番速くなったので、火力を
増やせば良い訳ではなかった。「エンジンの大きさに合った火力」「エンジンに
火力を伝えられるろうそくの位置」「風の影響を受けにくいカバー」が必要であ
ると考えた。以後、ろうそくの本数は３本とし、風の影響を受けにくいようにろ
うそくの部分にカバーを付けることとした。

実験２「エンジンの数を増やして速さを比べる」
【予想】エンジンの数が多い方が水を噴き出す力が増えるから速くなるだろう
【結果】

実験３「パイプの巻き数を増やして速さを比べる」（愛媛県総合科学博物館のコイル
を巻く道具を参考に、自作のコイル巻き機を作成し、コイルを作成した。また、
今回の実験から左右に曲がらないように船の後ろに舵を取り付けた。）

【予想】巻き数が多い方が、パイプの長さが長いので水が噴き出す勢いが弱くなり、遅
くなるだろう。

【結果】

【考察】 舵を取り付けることで安定し、真っすぐ進んだ。予想どおり、巻き数を８回
に増やすと平均タイムは遅くなった。見た目では、４回巻きよりも８回巻きの方
がエンジンに火が当たっていたように思えたが、より強い火力が必要になると考
えた。そこで、８回巻きのエンジンに固形燃料を使用して、追加の実験を行った。
しかし、火力が強すぎて危険であったため、実験を中止した。以後の実験では、
巻き数を４回とする。
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【考察】ろうそくの部分にカバーを付けることにより、火が安定
し、うまく熱がエンジンに伝わっていると考えた。またエ
ンジン一つと二つでは、差が出ると考えていたのでほとん
ど差が出なかったのは意外だった。走っている様子を観察
すると、エンジン二つの方が左右に曲がってしまうことが
多く、左右のパイプから出る水の量や勢いの差がタイムに
影響したのではないかと考えた（写真２）。「エンジンを増
やす（曲がらないようにバランスをとる）」「熱が逃げにく
いカバーの工夫」が必要であると考えた。



実験４「パイプの太さを変えて速さを比べる」（パイプの直径３㎜、４㎜、５㎜）
【予想】パイプの太さが太い方が、入る水の量が多くなるため噴き出す水の量が増え、

勢いも付くので、速くなるだろう。
【結果】

【考察】平均タイムを比べると３㎜が一番速かったが、実験中の４㎜の船の動きが一番
スムーズであった。３㎜と４㎜の速さの違いは、火の当たり方の差かもしれない
と考えた。パイプも太ければよい訳ではないと考えた。

実験５「パイプの材質を変えて速さを比べる」（アルミ、銅、真鍮）
【予想】金色で速そうなので、真鍮が一番速いだろう。
【結果】

【考察】平均タイムが一番速かったのは、真鍮だった。真鍮が一番熱を伝えるのではな
いかと思い調べると、熱伝導率は、銅＞アルミ＞真鍮であった。なぜ速さの順番
が違うのか不思議で、再度銅のエンジンで実験を行った。しかし、平均タイムは
他の材質のエンジンより速くはならなかったため、疑問が残った。以降の研究で
は、真鍮を使用することとした。

実験６「エンジンの部分にカバーの付け方を変えて速さを比べる」
【予想】前もしくは後ろにカバーを付け、さらに横と上にカバーを付けると熱が逃げに

くいので速く進むだろう。
【結果】

【考察】平均タイムを比べると、エンジンの横と前にカバーを付けたときが一番速くな
った。火がよく燃えるためには空気も必要だと聞いたことを思い出し、カバーで
囲みすぎるのも良くないことが分かった。

実験７「エンジンの輪の直径の大きさを変えて比べる」（輪の直径２㎝、３．５㎝）
【予想】実験３の巻き数８回と同じで、輪の直径を大きくするとパイプの長さが長くな

るため、水の勢いが弱く、遅くなるだろう。
【結果】

【考察】平均タイムを比べると２㎝の方が速かった。輪が大きいとうまく火が当たらず、
スピードが出ないことが分かった。以後、エンジンの輪の直径を２㎝とする。

実験８「船の先の形を変えて速さを比べる」
【予想】Ｂが水泳で使用するビート板と同じ形をしていて、水をかき分けそうなので一

番速いだろう（船の先の形は写真３を参照）。
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【結果】

【考察】先がよりとがった形の方が水をかき分けて進みやすいことが分かった。

６ おまけの実験
ブリキのポンポン船を走らせてみた
昔からあるブリキ製のポンポン船を走らせて、タイムを測定した。７回走らせた平均

タイムは、１６．９０秒であった。自作の船より速くはなかったが、エンジンの部分が皿の
形をしており、火の当たり方が安定しているようであった。

大きな船に大きなエンジンを取り付け、強い火力で走らせてみた
昨年作った木製の船に、太さ５㎜の真鍮製のエンジンと太さ５㎜の銅製のエンジン、

固形燃料三つを取り付けた。今回は２５ｍのプールを使用し、どのくらい長い距離走らせ
ることができるかを実験した。結果は１１５ｍ走らせることができた。

７ 感想
今回の実験では、エンジンや火力を大きくすれば速くなる訳ではなく、エンジンと火力

の丁度よいバランスが大切であると分かった。また、自分で同じように作っているつもり
でも、少しの違いが結果に影響したかもしれないので、正確に実験する難しさを感じた。
また、昨年よりも様々な疑問が出てきて、たくさんの実験をして実際に確かめてみないと
分からないことが多くあった。まだ理由が分からない疑問もあるので、更に勉強していつ
か疑問を解決したいと思う。
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５ 最速の船を作ろう
今までの実験の結果をまとめ、最速の船を作ることにした。

その条件は「真鍮製で太さ３㎜のパイプで、４回巻いたエン
ジンを使用する」「エンジン部分の前と横にカバーを付け
る」「ろうそくを３本、三角に配置する」「船の後ろに舵を取
り付ける」「船の先端をとがらせる」ことである。実際に走
らせてみると最速タイムを出すことはできなかったが、平均
タイムは１５．７２秒で、１番速い記録を出すことができた。


